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研究成果の概要（和文）：  
近年の新興感染症では短期間に世界中に国境を越えて広がるということが特徴としてあげられ、
効果的な対応するためには、従来のサーベイランスを強化するとともに新たなシステムを開発
する必要がある。本研究を通して、サーベイランスデータの解析ではその地域の人口学的な特
徴を勘案する必要があること、難民の発生地域など脆弱な保健システムにおいてもサーベイラ
ンスによる探知が対策に必須であること、その中で実験室的な確定診断が重要であるが、核酸
増幅や抗体検出などの新たな系の確立が重要であると考えられた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In the 21st century, there have been newly emerging infectious diseases such as severe 
acute respiratory syndrome (SARS) and pandemic influenza. Compared with ordinal 
epidemic prone diseases, recent emerging infectious diseases pose a greater threat at a 
global level. Therefore it is required to develop an efficient early warning system, which is 
consist of strengthen of routine surveillance as well as development of new systems. In this 
study, we revealed that active case findings can warrant an efficient outbreak response 
especially among displaced population. In addition, it is important to understand the 
background information in the countries when introducing new methodology available in 
developed counties. To improve laboratory confirmation in these settings, new 
methodologies including genetic detection and antibody detection methods shoulde be 
developed. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 5,800,000 1,740,000 7,540,000 

2008 年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

2009 年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

年度  

  年度  

総 計 12,800,000 3,840,000 16,640,000 

 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：基礎医学・ウイルス学 
キーワード：感染症、公衆衛生、ウイルス 
 

１．研究開始当初の背景 
２１世紀に入ってすぐ、世界は重症急性呼吸

器症候群（ＳＡＲＳ）や鳥インフルエンザと
いった新興感染症の脅威にさらされることに
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なった。これらの２１世紀の新興感染症はこ
れまでのエボラ出血熱などの従来の新興感染
症と大きく異なる特徴を持っていた。その特
徴とは従来型の新興感染症が一地域に限定し
て起きていたのに対し、これら２１世紀の新
興感染症は短期間に世界中に国境を越えて広
がっていったということである。その背景に
は急速に進むグローバリゼーションがある。
莫大な数の人・物が毎日国境を越えて移動し
ている現在、感染症が国境を越えて拡散して
いくリスクは今後も増大していくことが予想
される。また、これまでの新興感染症の多く
は発展途上国から発生してきている。ＳＡＲ
Ｓにおいても鳥インフルエンザにおいても、
発生国での初期対応の遅れが世界的な感染拡
大へとつながることになってしまった。迅速
な初期対応のためには、アウトブレイクの初
期の兆候をすばやく検出する、早期警戒シス
テム(Early warning system)が鍵となるが、
ほとんどの途上国の現行のサーベイランスは
早期警戒システムとして機能していないこと
が初期対応の大きな障害となっている。アウ
トブレイクが検出されてからアウトブレイク
対応といった行動が実際に起こされるまでに
は下図のようなさまざまな過程を経る必要が
あるが、途上国ではアウトブレイクの検出→
報告→分析→確認→対応にいたる、１つ１つ
の課程にさまざまな問題を抱えており、その
ことが初期対応の遅れを招いている。 
新興感染症などのアウトブレイクに対し効
果的な早期警戒システムを構築するために
は、従来のサーベイランスを強化するととも
に、新たなシステムを開発する必要がある。
そのための新しいサーベイランスシステム
として、いわゆるイベントベースサーベイラ
ンスが提唱されている。イベントベースサー
ベイランスでは医療機関からの報告のみで
なくメディア、インターネット、非政府組織
などさまざまな情報源からの情報を網羅し
てその選別(スクリーニング)・確認を行った
うえで、一定の基準に照らし合わせて早期対
応が必要と判断したときに必要な行動を起
こすというものであり、この分野における途
上国での知見の集積が今後求められている
ものと考えられる。 

２．研究の目的 
発展途上国でも応用可能なアウトブレイク
に対する早期警戒システムの構築のための
基礎となる実践的研究を行い、これらの研究
経過から有効な早期警戒システムの構築を
目指す。具体的には①サーベイランスデータ
の解析法の確立、②イベントベースサーベイ
ランスの構築に向けた急性感染症における
課題点の整理、③実施可能な最低限の実験室
診断の方法を確立、に焦点を絞った研究を行
い、最終的にはこれらの研究を統合し効果的
なシステム構築に寄与することを目的とす

る。 
３．研究の方法 
(1)．サーベイランスデータの解析法の確立 

インフルエンザについて、モンゴル国および
フィリピンでの疾病負荷に関する検討を行
った。対策を決める上で使われる疾病負荷指
標は、温帯地域にある国々で研究が進められ
ており、超過死亡数（実際の死亡数から期待
できる死亡数を差し引いたもの）による評価
が主である。しかしこの期待死亡数について
途上国における算出はまだコンセンサスを
得られていない。そのためにモンゴル国での
算出を行った。 

(2).イベントベースサーベイランスの構築
に向けた課題点の整理 

イベントベースサーベイランスの構築に向
けて現在までに明らかとなっている課題点
を特に自然災害や紛争などにより保健シス
テムが脆弱している状況に特化して文献研
究およびフィールドデータを通してまとめ
を行った。 

(3).実現可能な実験室診断方法の確立 

実験室診断系について検体輸送系について
は簡便な核酸保存ろ紙における感度の検討
を、新たなウイルスの検出系についてレスト
ンエボラウイルスおよびエンテロウイルス
について検討を行った。 

４．研究成果 

(1)．サーベイランスデータの解析法の確立 

モンゴル国では明確な季節性を有してイン
フルエンザが流行しており、本疾患に対する
サーベイランスが同国において２００４年
から続けられている。首都であるウランバー
トル市および全国における総死亡数のデー
タを用いて、Serfling 変法による超過死亡数
の算出を試みたところ、明らかな超過死亡を
認めなかった。これについて主として同国の
人口構成が潜在的に低い超過死亡につなが
っているものと考え、同国の年齢構成を用い
て日本の人口に対して補正を行ったところ、
超過死亡がほとんど確認されなかった。この
結果から、単一な指標による検討の際にも、
背景にある様々な要因について検討を行っ
ておく必要があると考えられた。 

(2).イベントベースサーベイランスの構築
に向けた課題点の整理 

自然災害や紛争による難民の発生は、当事国
および受け入れ国の両方に急激で大きな保
健ニーズの変化をもたらす。我々はこれまで
にこのような条件で発生した麻疹のアウト
ブレイクについて文献的にまとめるととも
に２００４年にコートジボアールで発生し
た際のデータを検討した。その中でサーベイ
ランスによる探知の遅延および対応の遅さ



により被害が拡大すること、臨床的特長に基
づいた積極的な症例探査をトリガーとした
ワクチン接種の勧奨はやはり重要である一
方で水痘などの疾患の同時流行を把握する
ためにも実験室診断の確立が重要である点
を明らかにすることが出来た。 

(3).実現可能な実験室診断方法の確立 

実験室診断法の確立に向けて整理する課題と
しては、検体輸送の簡便化と限られたリソー
スにおける検査診断法の設定の２つに大きく
分けられる。検体輸送の可能性については特
に市販されている検体の乾燥保存キットのう
ち RNA 抽出データのある核酸保存濾紙（FTA 
paper, Whatman）を利用したインフルエン
ザウイルス検出の感度試験を行った。キット
の操作手順書に従い細胞培養したインフルエ
ンザウイルスを用いて 1×105pfu/ml という
ウイルス濃度を滴下したのちに RealTime 
PCR 法を施行したが検出効率が悪かった。イ
ンフルエンザの流行時期がはっきりと定まら
ない熱帯地域での臨床検体からの輸送系につ
いては更なる研究が必要であると考えられた。
また、２００９年はじめに報告されたレスト
ンエボラウイルスにおける N 蛋白を抗原とし
て用いた IgG-ELISA の系を確立することで、
農場における感染の浸淫度について検討を
行うことが出来た。さらに同国でおこなわれ
ている急性弛緩性麻痺サーベイランスにて
探知されたポリオ以外のエンテロウイルス
のうち PCR 法により 3 例は EV71 であること
を明らかとした。これらはいずれも従来のサ
ーベイランスでは同定あるいは検出できな
かったものに対して新しい検出方法によっ
て同定しており、とくに遺伝子検出系をベー
スとした検査診断系はこの分野でも重要な
役割を果たすと考えられた。 

まとめると従来の方法によるサーベイラン
スデータの解析においてもその地域あるい
は国の背景を十分に勘案する必要があるこ
と、難民が発生した地域など保健システムが
脆弱になった地域においてもサーベイラン
スによる探知が効果的な対策につながって
いること、その中で実験室的な診断が重要で
あるが、核酸増幅や ELISA などの新たな系の
確立が重要であると考えられた。 
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